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・ 米国第 I相臨床試験：CAuSMIC Trial で 23 症例実施． 

2007 年 11 月 American Heart Association (AHA)で報告． 

・ 欧州第 I相臨床試験：MAGIC trial で 67 例実施． 

2008 年 Circulation で報告． 

 

研究の実施場所 

大阪大学医学部附属病院を実施場所とする。その実施は、学内の各内科学、

麻酔科の各講座、中央手術部、集中治療部、中央検査部、中央放射線部などの

関連部門および看護部との綿密な連携のもとに行う。退院後は外来通院にて経過

観察を行うが、特殊救急部及び近隣救急隊との連携のもと、救急時の搬送が速や

かに行われるような配慮を行う。 
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